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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公開番号】特開2011-250345(P2011-250345A)
【公開日】平成23年12月8日(2011.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2011-049
【出願番号】特願2010-123950(P2010-123950)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｆ   3/45     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  19/0175   (2006.01)
   Ｈ０３Ｆ   3/343    (2006.01)
   Ｈ０３Ｆ   1/30     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  19/0948   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｆ   3/45    　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｋ  19/00    １０１Ｆ
   Ｈ０３Ｆ   3/343   　　　Ａ
   Ｈ０３Ｆ   1/30    　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｋ  19/094   　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｆ   3/45    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　アンプ１０９、トランジスタ１１０～１１４、並びに、抵抗１１５及び１１６は、トラ
ンスミッタ１０の出力段を形成する回路要素である。アンプ１０９の非反転入力端（＋）
は、充電電圧Ｖａの印加端（コンデンサ１０５の高電位端）に接続されている。アンプ１
０９の反転入力端（－）は、抵抗１１５の第１端に接続されている。アンプ１０９の出力
端は、トランジスタ１１０のゲートに接続されている。アンプ１０９の上側電源端は、Ｅ
ＣＵ側電源電圧Ｖ１の入力端に接続されている。アンプ１０９の下側電源端は、接地端に
接続されている。トランジスタ１１０のソース及びバックゲートは、いずれも抵抗１１５
の第１端に接続されている。抵抗１１５の第２端は接地端に接続されている。トランジス
タ１１０のドレインは、トランジスタ１１３のドレインに接続されている。トランジスタ
１１３及び１１４のソース及びバックゲートは、いずれもＥＣＵ側電源電圧Ｖ１の印加端
に接続されている。トランジスタ１１３及び１１４のゲートは、いずれもトランジスタ１
１３のソースに接続されている。トランジスタ１１４のドレインは、トランジスタ１１１
のドレインに接続されている。トランジスタ１１１及び１１２のソース及びバックゲート
は、いずれも接地端に接続されている。トランジスタ１１１及び１１２のゲートはいずれ
もトランジスタ１１１のドレインに接続されている。トランジスタ１１２のドレインは、
送信出力信号ＯＵＴ（図１のバス信号ＳＢに相当）の出力端に接続されるとともに、抵抗
１１６を介してバス側電源電圧Ｖ２の印加端にも接続されている。
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